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別
表
第
一
知
事
の
項
中

を
「

技

術

参

事

課
長
（
担
当
課
長
を
除

く
。）

」
に
、

「

技

術

参

事

課

長
」

を
「

課
長
（
担
当
課
長
に
限

る
。）

専

門

監

部
（
局
）
副
参
事

」
に
、

「

専

門

監

部
（
局
）
副
参
事
」

「

高
等
看
護
学
校

校

長

子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー

所

長

四
種

を

児

童

相

談

所

所

長

」

「

子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー

所

長

四
種

に
、「
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
「
女
性
相
談

児

童

相

談

所

所

長

」

支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
改
め
、
同
表
教
育
委
員
会
の
項
中
「

技

術

参

事

課

長
」
を

「

技

術

参

事

課
長
（
担
当
課
長
を
除

く
。）

」
に
、

を
「

課
長
（
担
当
課
長
に
限

る
。）

専

門

監

」
に
改
め

「

専

門

監

」

る
。
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。
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。
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立
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等
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与
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安
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受
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つ
た
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の
う
ち
、
平
成
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般
職
給
与
法
の
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安
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俸
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表
㈠
の

適
用
を
受
け
て
い
た
者
で
そ
の
属
す
る
職
務
の
級
が
八
級
で
あ
つ
た
も
の
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こ
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和
六
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か
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施
行
す
る
。
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の
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を
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す
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こ
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公
布
す
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。

　
　

令
和
六
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宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

西　
　

條　
　
　
　
　

力　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
十
九
―
四
十
七

　
　
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
三
十
九
（
へ
き
地
手
当
等
）
の
一
部
を
改
正
す
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則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
九
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
委

員
会
規
則
七
―
三
十
九
（
へ
き
地
手
当
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
一
級
の
項
中

「

石
巻
市
立
大
原
小
学
校

登
米
市
立
津
山
小
学
校

気
仙
沼
市
立
中
井
小
学
校

南
三
陸
町
立
名
足
小
学
校

石
巻
市
大
原
浜
大
光
寺
一
番
地

登
米
市
津
山
町
横
山
字
本
町
九
一
番
地

気
仙
沼
市
唐
桑
町
中
井
一
三
四
番
地
三

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
中
山
一
四
番
地

」
を

「

石
巻
市
立
大
原
小
学
校

南
三
陸
町
立
名
足
小
学
校

石
巻
市
大
原
浜
大
光
寺
一
番
地

本
吉
郡
南
三
陸
町
歌
津
字
中
山
一
四
番
地

」
に
改
め

る
。

　

同
表
準
へ
き
地
学
校
の
項
中

「

気
仙
沼
市
立
月
立
小
学
校

南
三
陸
町
立
戸
倉
小
学
校

気
仙
沼
市
塚
沢
六
五
番
地

本
吉
郡
南
三
陸
町
戸
倉
字
宇
津
野
五
〇
番
地
一

」
を

「

気
仙
沼
市
立
月
立
小
学
校

気
仙
沼
市
立
唐
桑
小
学
校

南
三
陸
町
立
戸
倉
小
学
校

気
仙
沼
市
塚
沢
六
五
番
地

気
仙
沼
市
唐
桑
町
明
戸
二
〇
八
番
地
六

本
吉
郡
南
三
陸
町
戸
倉
字
宇
津
野
五
〇
番
地
一

」
に
改
め

る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

�

　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
十
三
（
地
域
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

西　
　

條　
　
　
　
　

力　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
十
三
―
二
十
九

　
　
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
五
十
三
（
地
域
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
九
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
委

員
会
規
則
七
―
五
十
三
（
地
域
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
中

「

千
葉
市　

東
京
都
府
中
市　

小
金
井
市

百
分
の
十
五

」
を

「

さ
い
た
ま
市　

千
葉
市　

東
京
都
府
中
市　

小
金
井
市

百
分
の
十
五

立
川
市

百
分
の
十
二

に

広
島
市

百
分
の
十

」

改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

�

　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
十
二
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

西　
　

條　
　
　
　
　

力　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
十
二
―
四
十
一

　
　
　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
六
十
二
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
九
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
委

員
会
規
則
七
―
六
十
二
（
特
地
勤
務
手
当
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表

　

一　

一
年
を
通
じ
て
特
地
勤
務
手
当
が
支
給
さ
れ
る
公
署

級
別
区
分

公　
　

署　
　

名

所　
　
　
　

在　
　
　
　

地

一
級
地

大
崎
地
方
ダ
ム
総
合
事

務
所
上
大
沢
ダ
ム
管
理

事
務
所

大
崎
地
方
ダ
ム
総
合
事

務
所
岩
堂
沢
ダ
ム
管
理

事
務
所

鳴
子
警
察
署
鬼
首
駐
在

所

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
上
大
沢

川
四
五
の
二

大
崎
市
鳴
子
温
泉
字
奥
羽
岳
三

大
崎
市
鳴
子
温
泉
鬼
首
字
原
三
五

の
一

　

備
考�　

こ
の
表
の
所
在
地
欄
に
掲
げ
る
所
在
地
の
表
示
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
に
お
け
る
区
域
を
示
し
、
そ
の
後

に
お
け
る
当
該
区
域
に
係
る
表
示
の
変
更
に
よ
つ
て
影
響
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　

二　

冬
期
に
限
り
特
地
勤
務
手
当
が
支
給
さ
れ
る
公
署

級
別
区
分

公　
　

署　
　

名

所　
　
　
　

在　
　
　
　

地

一
級
地

栗
原
地
方
ダ
ム
総
合
事

務
所
荒
砥
沢
ダ
ム
管
理

事
務
所

栗
原
市
栗
駒
文
字
荒
砥
沢
五
七

　

備
考�　

こ
の
表
の
所
在
地
欄
に
掲
げ
る
所
在
地
の
表
示
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
に
お
け
る
区
域
を
示
し
、
そ
の
後

に
お
け
る
当
該
区
域
に
係
る
表
示
の
変
更
に
よ
つ
て
影
響
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
特
地
公
署
と
さ
れ
て
い
た
公
署
に
勤
務
す
る
職
員
の
特
地
勤
務
手
当
の
月
額
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２�　

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
の
前
日
に
お
い
て
給
与
条
例
第
十
二
条
の
二
第
一
項
に

規
定
す
る
特
地
公
署
（
以
下
「
特
地
公
署
」
と
い
う
。）
と
さ
れ
て
い
た
公
署
は
、
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
、
特
地
公
署
と
す
る
。

３�　

前
項
の
規
定
に
基
づ
き
特
地
公
署
と
さ
れ
た
公
署
に
勤
務
す
る
職
員
の
給
与
条
例
第
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
特
地
勤
務
手
当
の
月
額
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
規
則
七
―
六
十
二
（
以
下
「
改
正
後

の
規
則
」
と
い
う
。）
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
当
該
公
署
に
勤
務
し
て
い

る
職
員
に
あ
っ
て
は
特
地
勤
務
手
当
経
過
措
置
基
礎
額
に
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
規
則
七
―
六
十
二
（
以
下

「
改
正
前
の
規
則
」
と
い
う
。）
に
よ
る
当
該
公
署
の
級
別
区
分
に
係
る
支
給
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
施
行
日

か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
百
分
の
七
十
を
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
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一
日
ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の

端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
す
る
。

４�　

前
項
の
特
地
勤
務
手
当
経
過
措
置
基
礎
額
は
、
改
正
後
の
規
則
第
二
条
第
二
項
各
号
に
定
め
る
日
に
受
け
て
い
た

給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
勤
務
す
る
こ
と
と

な
っ
た
日
等
に
係
る
基
礎
額
」
と
い
う
。）
と
施
行
日
の
前
日
に
受
け
て
い
た
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計

額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
（
第
五
項
第
二
号
に
お
い
て
「
施
行
日
の
前
日
に
係
る
基
礎
額
」
と
い
う
。）
を
合

算
し
た
額
（
そ
の
額
が
勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
等
に
係
る
基
礎
額
と
現
に
受
け
る
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額

の
合
計
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
合
算
し
た
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
地
勤
務
手
当
経
過
措
置
特
例

基
礎
額
」
と
い
う
。）
を
超
え
る
こ
と
と
な
る
期
間
に
つ
い
て
は
、
当
該
特
地
勤
務
手
当
経
過
措
置
特
例
基
礎
額
）

と
す
る
。

５�　

育
児
休
業
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
若
し
く
は
育
児
休
業
法
第
十
七
条
の
規
定
に

よ
る
短
時
間
勤
務
を
し
て
い
る
職
員
（
以
下
「
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
」
と
い
う
。）
又
は
改
正
後
の
規
則
第
二

条
第
二
項
各
号
に
定
め
る
日
若
し
く
は
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
た
も
の
に
係
る

前
項
の
規
定
に
よ
る
特
地
勤
務
手
当
経
過
措
置
基
礎
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
額
は
、
当
該
各

号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

　

一�　

勤
務
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
等
に
係
る
基
礎
額
に
係
る
給
料
の
月
額　

次
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ

れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
額

　
　

イ�　

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
以
外
の
職
員
で
あ
っ
て
、
改
正
後
の
規
則
第
二
条
第
二
項
各
号
に
定
め
る
日
に
お

い
て
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
た
も
の　

そ
の
日
に
係
る
給
料
の
月
額
を
同
日
に
お
け
る
職
員
勤
務
時

間
条
例
第
二
条
第
二
項
又
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
二
項
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤
務
時

間
を
そ
れ
ぞ
れ
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
二
条
第
一
項
又
は
学
校
職
員
勤
務
時
間
条
例
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す

る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
育
児
短
時
間
算
出
率
」
と
い
う
。）
で
除
し
て
得

た
額

　
　

ロ�　

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
て
、
改
正
後
の
規
則
第
二
条
第
二
項
各
号
に
定
め
る
日
に
お
い
て
育
児
短

時
間
勤
務
職
員
等
以
外
の
職
員
で
あ
っ
た
も
の　

そ
の
日
に
係
る
給
料
の
月
額
に
育
児
短
時
間
算
出
率
を
乗
じ

て
得
た
額

　
　

ハ�　

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
て
、
改
正
後
の
規
則
第
二
条
第
二
項
各
号
に
定
め
る
日
に
お
い
て
育
児
短

時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
た
も
の　

そ
の
日
に
係
る
給
料
の
月
額
を
同
日
に
お
け
る
育
児
短
時
間
算
出
率
で
除

し
て
得
た
額
に
育
児
短
時
間
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
額

　

二�　

施
行
日
の
前
日
に
係
る
基
礎
額
に
係
る
給
料
の
月
額　

次
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定

め
る
額

　
　

イ�　

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
以
外
の
職
員
で
あ
っ
て
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で

あ
っ
た
も
の　

そ
の
日
に
受
け
て
い
た
給
料
の
月
額
を
同
日
に
お
け
る
育
児
短
時
間
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額

　
　

ロ�　

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
て
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
以
外
の
職
員
で

あ
っ
た
も
の　

そ
の
日
に
受
け
て
い
た
給
料
の
月
額
に
育
児
短
時
間
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
額

　
　

ハ�　

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
て
、
施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
た
も
の

　

そ
の
日
に
受
け
て
い
た
給
料
の
月
額
を
同
日
に
お
け
る
育
児
短
時
間
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額
に
育
児
短
時

間
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
額

６�　

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
特
地
公
署
と
さ
れ
た
公
署
に
勤
務
す
る
職
員
の
う
ち
、
改
正
前
の
規
則
第
二
条
の
二
各

号
に
掲
げ
る
公
署
で
あ
っ
た
公
署
（
次
項
に
お
い
て
「
改
正
前
の
特
定
特
地
公
署
」
と
い
う
。）
に
勤
務
す
る
職
員

に
は
、
令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
及
び
同
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
期
間
（
以
下
「
冬
期
」
と
い
う
。）
以
外
の
期
間
は
、
特
地
勤
務
手
当
を
支
給
し
な
い
。

７�　

第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
特
地
公
署
と
さ
れ
た
公
署
に
在
勤
す
る
職
員
の
給
与
条
例
第
十
二
条
の
三
の
規
定
に
よ

る
特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
（
冬
期
に
支
給
す
る
も
の
に
限
る
。）
の
月
額
は
、
改
正
後
の
規
則
第
四
条
第
二

項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
当
該
公
署
に
在
勤

し
て
い
る
職
員
で
あ
っ
て
、
施
行
日
に
お
い
て
給
与
条
例
第
十
二
条
の
三
に
規
定
す
る
準
特
地
公
署
（
以
下
「
準
特

地
公
署
」
と
い
う
。）
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
公
署
で
あ
っ
て
、
改
正
前
の
特
定
特
地
公
署
で
あ
っ
た
公
署
に

在
勤
す
る
職
員
に
あ
っ
て
は
、
当
該
公
署
を
準
特
地
公
署
と
み
な
し
た
場
合
に
お
け
る
改
正
後
の
規
則
第
四
条
第
二

項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
の
月
額
に
、
準
ず
る
手
当

経
過
措
置
基
礎
額
に
百
分
の
一
（
異
動
の
日
等
か
ら
起
算
し
て
四
年
に
達
し
た
職
員
に
あ
っ
て
は
、
零
）
を
乗
じ
て

得
た
額
に
、
令
和
六
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
百
分
の
七
十
を
、
同
年

十
一
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
て
得

た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
す
る
。

８�　

前
項
の
準
ず
る
手
当
経
過
措
置
基
礎
額
は
、
異
動
の
日
等
に
受
け
て
い
た
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額

（
そ
の
額
が
現
に
受
け
る
給
料
及
び
扶
養
手
当
の
月
額
の
合
計
額
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
準
ず
る
手
当
経
過
措

置
特
例
基
礎
額
」と
い
う
。）を
超
え
る
こ
と
と
な
る
期
間
に
つ
い
て
は
、当
該
準
ず
る
手
当
経
過
措
置
特
例
基
礎
額
）

と
す
る
。

９�　

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
又
は
異
動
の
日
等
に
お
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
た
も
の
に
係
る
前
項
の

規
定
に
よ
る
準
ず
る
手
当
経
過
措
置
基
礎
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
異
動
の
日
等
に
係
る
給
料
の
月
額
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
職
員
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

　

一�　

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
以
外
の
職
員
で
あ
っ
て
、
異
動
の
日
等
に
お
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ

た
も
の　

異
動
の
日
等
に
係
る
給
料
の
月
額
を
異
動
の
日
等
に
お
け
る
育
児
短
時
間
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額
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二�　

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
て
、
異
動
の
日
等
に
お
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
以
外
の
職
員
で
あ
っ

た
も
の　

異
動
の
日
等
に
係
る
給
料
の
月
額
に
育
児
短
時
間
算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
額

　

三�　

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
て
、
異
動
の
日
等
に
お
い
て
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
で
あ
っ
た
も
の　

異

動
の
日
等
に
係
る
給
料
の
月
額
を
異
動
の
日
等
に
お
け
る
育
児
短
時
間
算
出
率
で
除
し
て
得
た
額
に
育
児
短
時
間

算
出
率
を
乗
じ
て
得
た
額

　

（
級
別
区
分
が
下
位
と
な
っ
た
特
地
公
署
に
勤
務
す
る
職
員
の
特
地
勤
務
手
当
の
月
額
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

10�　

施
行
日
に
お
け
る
改
正
後
の
規
則
に
よ
る
級
別
区
分
が
改
正
前
の
規
則
に
よ
る
級
別
区
分
よ
り
下
位
と
な
っ
た
期

間
を
有
す
る
公
署
に
勤
務
す
る
職
員
の
給
与
条
例
第
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
特
地
勤
務
手

当
（
冬
期
の
み
級
別
区
分
が
下
位
と
な
っ
た
公
署
に
勤
務
す
る
職
員
に
あ
っ
て
は
冬
期
に
支
給
す
る
も
の
に
限
る
。）

の
月
額
は
、
改
正
後
の
規
則
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
（
そ
の
期
間
内

に
当
該
下
位
と
な
っ
た
期
間
を
有
す
る
公
署
が
施
行
日
に
お
け
る
改
正
後
の
規
則
に
よ
る
級
別
区
分
と
異
な
る
級
別

区
分
と
な
っ
た
場
合
又
は
特
地
公
署
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
級
別
区
分
が
異
な

り
、
又
は
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
日
の
前
日
ま
で
の
間
）、
施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
当
該
下
位
と
な
っ

た
期
間
を
有
す
る
公
署
に
勤
務
し
て
い
る
職
員
に
あ
っ
て
は
改
正
後
の
規
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
特
地
勤
務
手
当

の
月
額
に
、
第
四
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
に
よ
る
特
地
勤
務
手
当
経
過
措
置
基
礎
額
に
当
該
下
位
と
な
っ
た
期

間
を
有
す
る
公
署
の
下
位
と
な
っ
た
期
間
に
お
け
る
改
正
前
の
規
則
に
よ
る
級
別
区
分
に
係
る
支
給
割
合
か
ら
改
正

後
の
規
則
に
よ
る
級
別
区
分
に
係
る
支
給
割
合
を
減
じ
た
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
施
行
日
か
ら
令
和
七
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
百
分
の
七
十
を
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に

あ
っ
て
は
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
加
算
し
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
す
る
。

　

�

（
準
特
地
公
署
と
さ
れ
て
い
た
公
署
に
在
勤
す
る
職
員
の
特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
の
月
額
等
に
関
す
る
経
過

措
置
）

11�　

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
準
特
地
公
署
と
さ
れ
て
い
た
公
署
の
う
ち
、
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
準

特
地
公
署
と
し
て
人
事
委
員
会
が
指
定
す
る
公
署
に
在
勤
す
る
職
員
の
給
与
条
例
第
十
二
条
の
三
第
一
項
又
は
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
の
月
額
は
、
改
正
後
の
規
則
第
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に

第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
当
該
公
署
に
在
勤
し
て
い
る
職
員
に
あ
っ

て
は
第
八
項
及
び
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
準
ず
る
手
当
経
過
措
置
基
礎
額
に
百
分
の
四
（
異
動
の
日
等
か
ら
起
算
し

て
五
年
に
達
し
た
日
後
に
つ
い
て
は
、
百
分
の
二
）
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
施
行
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
百
分
の
七
十
を
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
百

分
の
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
す

る
。

12�　

前
項
に
規
定
す
る
準
特
地
公
署
と
し
て
人
事
委
員
会
が
指
定
す
る
公
署
に
在
勤
す
る
職
員
の
う
ち
、
改
正
前
の
規

則
第
四
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
準
特
地
公
署
で
あ
っ
た
公
署
に
在
勤
す
る
職
員
に
は
、
冬
期
以
外
の
期
間
は
、

特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
を
支
給
し
な
い
。

　

�

（
改
正
後
の
規
則
第
四
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
公
署
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
公
署
に
在
勤
す
る
職
員
の
特

地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
の
月
額
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

13�　

施
行
日
の
前
日
に
お
い
て
準
特
地
公
署
と
さ
れ
て
い
た
公
署
（
改
正
前
の
規
則
第
四
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る

準
特
地
公
署
で
あ
っ
た
公
署
を
除
く
。）
の
う
ち
、
施
行
日
に
改
正
後
の
規
則
第
四
条
第
四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
準

特
地
公
署
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
公
署
に
在
勤
す
る
職
員
の
給
与
条
例
第
十
二
条
の
三
第
一
項
又
は
第
二
項
の

規
定
に
よ
る
特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
（
冬
期
以
外
の
期
間
に
支
給
す
る
も
の
に
限
る
。）
の
月
額
は
、
改
正

後
の
規
則
第
四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和
七
年
十
月
三
十
一
日

ま
で
の
間
（
そ
の
期
間
内
に
当
該
公
署
が
同
号
に
掲
げ
る
準
特
地
公
署
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
日
の
前
日
ま
で
の
間
）、
施
行
日
の
前
日
か
ら
引
き
続
き
当
該
公
署
に
在

勤
し
て
い
る
職
員
に
あ
っ
て
は
第
八
項
及
び
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
準
ず
る
手
当
経
過
措
置
基
礎
額
に
百
分
の
四

（
異
動
の
日
等
か
ら
起
算
し
て
五
年
に
達
し
た
日
後
に
つ
い
て
は
、
百
分
の
二
）
を
乗
じ
て
得
た
額
に
、
施
行
日
か

ら
令
和
六
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
百
分
の
七
十
を
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
十
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
あ
っ
て
は
百
分
の
四
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端

数
を
切
り
捨
て
た
額
）
と
す
る
。

14�　

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
施
行
日
か
ら
令
和
七
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
は
、
改
正

後
の
規
則
第
四
条
第
四
項
及
び
第
五
条
第
五
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

　

（
給
与
条
例
附
則
第
三
十
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
特
地
勤
務
手
当
の
月
額
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

15�　

給
与
条
例
附
則
第
三
十
二
項
の
規
定
を
受
け
る
職
員
に
対
す
る
第
二
項
か
ら
第
十
四
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
改
正
後
の
規
則
第
三
条
の
二
及
び
第
五
条
の
二
の
規
定
を
準
用
す
る
。

　

（
雑
則
）

16�　

第
二
項
か
ら
前
項
ま
で
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
人
事
委
員

会
が
定
め
る
。

�

　

人
事
委
員
会
規
則
八
―
五
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

西　
　

條　
　
　
　
　

力　
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〇
人
事
委
員
会
規
則
八
―
五
―
五
十
四

　
　
　

人
事
委
員
会
規
則
八
―
五
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
宮
城
県
条
例
第
七
号
）
に
基
づ
き
、
人

事
委
員
会
規
則
八
―
五
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
八
条
の
五
中
「
第
六
条
の
二
の
二
第
四
項
」
を
「
第
六
条
の
二
の
二
第
三
項
」
に
改

め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

�

　

人
事
委
員
会
規
則
八
―
六
（
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

�
宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
委
員
長　
　

西　
　

條　
　
　
　
　

力　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
八
―
六
―
五
十

　
　
　

人
事
委
員
会
規
則
八
―
六
（
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
宮
城
県
条
例
第
八
号
）
に
基
づ
き
、

人
事
委
員
会
規
則
八
―
六
（
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
六
条
の
五
中
「
第
六
条
の
二
の
二
第
四
項
」
を
「
第
六
条
の
二
の
二
第
三
項
」
に
改

め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

�

　

人
事
委
員
会
規
則
九
―
二
（
職
員
の
定
年
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

西　
　

條　
　
　
　
　

力　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
九
―
二
―
四

　
　
　

人
事
委
員
会
規
則
九
―
二
（
職
員
の
定
年
等
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
三
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
委
員

会
規
則
九
―
二
（
職
員
の
定
年
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
六
条
第
十
九
号
中
「
総
括
次
長
」
を
「
事
務
局
総
括
次
長
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
号
中
「
支
局
長
、
副
支
局
長
」

を
「
地
方
支
局
長
、
地
方
支
局
副
支
局
長
」
に
、「
支
局
総
括
次
長
」
を
「
地
方
支
局
総
括
次
長
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

�

　

人
事
委
員
会
規
則
十
一
―
一
（
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

西　
　

條　
　
　
　
　

力　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
十
一
―
一
―
四
十
九

　
　
　

人
事
委
員
会
規
則
十
一
―
一
（
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
五
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

人
事
委
員
会
規
則
十
一
―
一
（
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
知
事
部
局
の
項
中｢

室
長｣

の
下
に｢　

担
当
課
長｣

を
加
え
、｢

行
政
経
営
推
進
課｣

を｢

行
政
経
営

企
画
課｣

に
、｢

会
計
課｣

を｢

出
納
総
務
課｣

に
改
め
、
教
育
委
員
会
の
項
中｢

室
長｣

の
下
に｢　

担
当
課
長｣

を
加
え
、
教
職
員
課
の
規
定
中｢

、
県
立
学
校
人
事
専
門
監
、
副
参
事｣

を｢　

県
立
学
校
人
事
専
門
監　

副
参
事｣

に
、｢

主
査
及
び
主
事
（
職
員
の
人
事
、
給
与
、
服
務
そ
の
他
勤
務
条
件
又
は
職
員
団
体
関
係
の
事
務
を
担
当
す
る
職

に
限
る
。）｣

を｢

主
査
及
び
主
事
（
教
職
員
定
数
の
事
務
を
総
括
す
る
職
及
び
職
員
の
人
事
、
給
与
、
服
務
そ
の
他
勤

務
条
件
又
は
職
員
団
体
関
係
の
事
務
を
担
当
す
る
職
に
限
る
。）｣

に
改
め
、
義
務
教
育
課
の
規
定
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

�

　

人
事
委
員
会
規
則
十
一
―
二
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
地
方
公
共
団
体
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
）

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

西　
　

條　
　
　
　
　

力　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
十
一
―
二
―
七
十
八

　
　
　

�

人
事
委
員
会
規
則
十
一
―
二
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
地
方
公
共
団
体
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規

則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
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人
事
委
員
会
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
五
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

人
事
委
員
会
規
則
十
一
―
二
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
地
方
公
共
団
体
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
白
石
市
の
項
中
「

保
育
園

園
長

」
を

「

こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー

所
長

」
に
改
め
、
教
育
委
員
会
の
規
定
中
「
課
長
」
を｢

部
長　

参
事

課
長｣

に
改
め
、
幼
稚
園
の
規
定
の
次
に
「

保
育
園

園
長

」
を
加
え
、
同
表
名
取

市
の
項
中
若
竹
園
の
規
定
を
削
り
、
同
表
角
田
市
の
項
中
「
事
務
長
」
を
「
館
長
」
に
改
め
、
同
表
多
賀
城
市
の
項
市

長
部
局
の
規
定
中
「　

局
長
」
を
削
り
、
同
表
登
米
市
の
項
中
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー
の
規
定
を
削
り
、
同
表
栗
原
市
の

項
中
、 「

（
総
務
課
関
係
）

課
長
補
佐　

総
務
係
長　

秘

書
係
長

（
財
政
課
関
係
）

課
長
補
佐　

財
政
係
長

（
人
事
課
関
係
）

課
長
補
佐　

人
事
係
長

（
企
画
課
関
係
）

課
長
補
佐　

行
革
推
進
係
長

」
を

「

（
総
務
課
関
係
）

課
長
補
佐　

総
務
法
令
係
長

　

秘
書
係
長

（
財
政
課
関
係
）

課
長
補
佐　

財
政
係
長

（
人
事
課
関
係
）

課
長
補
佐　

人
事
係
長

」
に
改
め
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー

ム
ひ
だ
ま
り
の
規
定
の
次
に
「

細
倉
マ
イ
ン

パ
ー
ク

所
長

」
を
加
え
、
総
合
支
所
の
規
定
中

｢　

次
長｣

を
削
り
、
教
育
委
員
会
の
規
定
中｢　

室
長｣

を
削
り
、｢

総
務
係
長｣

を｢

教
育
総
務
係
長｣

に
改
め
、

同
表
東
松
島
市
の
項
中｢

主
幹｣

の
下
に｢

、
副
主
幹｣

を
加
え
、
同
表
大
崎
市
の
項
中｢　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
局
長｣

を
削
り
、

「

（
人
材
育
成
課
）

課
長
補
佐　

係
長　

主
幹
、

主
査
及
び
主
事
（
人
事
及
び

服
務
を
担
当
す
る
も
の
に
限

る
。）

（
日
本
語
学
校
推
進
室
）

に
改

「

（
人
材
育
成
課
）

課
長
補
佐　

係
長　

主
幹
、

主
査
及
び
主
事
（
人
事
及
び

服
務
を
担
当
す
る
も
の
に
限

る
。）

」
を

校
長　

主
任
教
員

」

め
、
教
育
委
員
会
の
規
定
中
支
局
、
支
所
の
規
定
を
削
り
、
公
民
館
、
図
書
館
の
規
定
中
「　

室
長
」
を
削
り
、
同
表

七
ヶ
宿
町
の
項
教
育
委
員
会
の
規
定
中
、「
教
育
次
長
」
の
下
に
「　

参
事
」
を
加
え
、
事
務
局
の
規
定
の
次
に

「

公
民
館

館
長

」
を
加
え
、
同
表
亘
理
町
の
項
中

「

子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

所
長

」
を

「

こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー

所
長

」
に
改
め
、
同
表
利
府
町
の
項
中
総
合
体
育
館
の
規
定
を
削
り
、

同
表
色
麻
町
の
項
中
保
育
所
の
規
定
を
削
り
、
同
表
加
美
町
の
項
中
保
育
所
の
規
定
を
削
り
、
教
育
委
員
会
の
規
定
中

｢

課
長｣

の
下
に｢　

室
長｣

を
加
え
、
同
表
美
里
町
の
項
教
育
委
員
会
の
規
定
中｢

課
長｣

を｢

局
長　

課
長｣

に

改
め
、
同
表
南
三
陸
町
の
項
中｢　

看
護
師
長　

室
長｣

を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

�

　

人
事
委
員
会
規
則
十
二
―
一
（
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
六
年
三
月
二
十
九
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

西　
　

條　
　
　
　
　

力　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
十
二
―
一
―
二
十
七

　
　
　

�

人
事
委
員
会
規
則
十
二
―
一
（
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

　

人
事
委
員
会
は
、
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
宮
城
県
条
例
第
六
十
三
号
）

に
基
づ
き
、
人
事
委
員
会
規
則
十
二
―
一
（
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
公
益
財
団
法
人
宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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公
益
財
団
法
人
宮
城
県
文
化
振
興
財
団

仙
台
市

　

別
表
第
二
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
の
項
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


